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2024年度 教育開発・学習支援センター活動報告 
 

                             教育開発支援機構 

教育開発・学習支援センター長 

 

１ 事業執行体制 
教育開発支援機構長  ：山本兼由（生命科学部教授） 
センター長      ：酒井理（キャリアデザイン学部教授） 

教育サポートユニット 

リーダー  ：秋野喜彦（情報科学部教授） 

サブリーダー：末武康弘（現代福祉学部教授）・小堀真知子（グローバル教養学部准教授） 

学習サポートユニット 

リーダー  ：酒井理（キャリアデザイン学部教授 教育開発・学習支援センター長（兼務）） 

サブリーダー：荒井弘和（文学部教授）・高橋五月（人間環境学部教授）  

データ活用推進ユニット 

リーダー  ：平野利幸（理工学部教授） 

サブリーダー：長谷川翔平（経営学部准教授）・橋爪絢子（社会学部准教授） 

事務局        ：学務部教育支援課 

 

 

２ センター活動報告 
（１）教育開発支援機構他センターとの連携：教育開発支援機構企画委員会における他センターとの情報共有 

 

2024 年度に開催された 10 回の教育開発支援機構企画委員会に出席し、LFC の活動を他センター

と情報共有することにつとめた。特に、企画委員会内でも対応が議論されたディプロマポリシーの

学生への周知については、速やかに学習支援ハンドブックへの掲載対応をすることができた。 

 

（２）センター活動の学内 PR と認知度向上：HP の充実／SNS の活用促進／年度末の広報活動分析     

 

センターの活動を広く周知するため Web 掲示板、HP 等により複数のメディアを利用して発信す

ることに取り組んだ。広報効果としては、2024 年度の HP のアクセス数は 70,241（2023 年度）→

48,466（2024 年度）、SNSのフォロワー数は X（旧 Twitter）が 39（2023年度）→37（2024年度）、

Facebookが 604（2023年度）→597（2024年度）となった。 

2023 年度教育開発・学習支援センター年報としてまとめ発行して成果を広く情報公開した。 

 

（３）他大学との連携促進と FD 情報の収集：全国私立大学 FD 連携フォーラム／大学コンソーシアム京都 FD フォーラムへの参加 

 

全国私立大学 FD 連携フォーラムでは、FD への学生参画をテーマに、学生の大学運営への関与

する取り組みについて各大学と情報交換することができた。また同志社大学のラーニング・コモン

ズの視察調査で先進的な学習支援状況を知ることができた。関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國

學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学）では、特段 GPA 水準のコントロールについて各大学

の考え方、実態を情報交換することができた。大学コンソーシアム京都 FD フォーラムでは、他大

学の FD の取り組みについて多くの情報を得ることができた。京都産業大学、龍谷大学、立命館大

学の取り組み、また大阪大学、滋賀大学などの学内 DX の推進状況など情報収集した。 
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（４）学部・教員への報告による活動内容の周知：新任研修における活動紹介／学部長会議・研究科長会議における報告と周知 

 

学部長会議、研究科長会議での事業案内、実績報告については丁寧に説明することに努めた。特

段、L ステゼミについては、学部長会議・研究科長会議の案内に加えて、直接教員宛にメール配信

をするなど LF センターからダイレクトに情報発信をすることで講師応募者が激増するなどの成果

が生まれた。新任教員研修会、FD 教員セミナー、lms2025 説明会など教員とのタッチポイントでは、

LF センターの認知度の向上に向けて役割、実績をアピールすることができた。 

 

 

３ 各ユニット活動報告 
 （１）教育サポートユニット 

ａ 授業リフレクションのための学生による授業参観             [巻末資料 1] 

実施授業数：春学期 13 授業（教員 13 名）、秋学期 7 授業（教員 6 名） 

ｂ 学生 FD スタッフ活用による FD プロジェクトの実施 

学習サポートユニットと合同、大学評価室と共催で 3 回開催 

ｃ FD 教員セミナー 3 回実施（7/31、11/1、3/14）           [巻末資料 2～4] 

ｄ Newsletter の発行 6 回発行 

ｅ 学部等教授会への FD 研修 13 学部実施 

動画利用：法学部、文学部、経営学部、国際文化学部、人間環境学部、キャリアデザイン

学部、グローバル教養学部、デザイン工学部、現代福祉学部、スポーツ健康学

部、情報科学部、理工学部、生命科学部 

ｆ 教員による授業相互参観 288 件 

ｇ FD/SDワークショップ                         [巻末資料 5] 

ｈ シラバスの点検と改善 

ｉ 学習支援システム運営委員会の運営（8/20、3/25） 

 

（２）学習サポートユニット 

ａ 『学習支援ハンドブック』の発行                    [巻末資料 6] 
DPに関する説明の新規追加 

ｂ 『T・Aハンドブック』の発行                      [巻末資料 7] 
障がいのある学生への配慮に関する記述の追加 

ｃ 学習ステーションの運営（学生スタッフ：春学期 47名、秋学期 42名） 
新入生サポートプログラムの実施（新入生：のべ 887名、サポーター：48名） 
学生企画型プログラムの支援(54回実施) 

ｄ 正課学習を支援する正課外活動の充実（Lステゼミ 21回の講座提供）    [巻末資料 8] 
ｅ プレ FD プログラムの実施（今年度修了者 1名）              [巻末資料 9] 
ｆ プレ FD プログラム修了者リストの設置と当該制度運用の開始 
ｇ ピアネット運営委員会の運営（ピアネット学生スタッフ合同研修会 12/14：44名参加） 
ｈ 学習環境改善検討委員会の運営（3/28） 
ｉ 学生 FD スタッフ活用による学生 FD プロジェクト 

教育サポートユニットと合同、大学評価室と共催で 3 回開催 

 

（３）データ活用推進ユニット 

ａ 授業改善アンケートの企画・実施と分析、報告書の作成と公開       [巻末資料 10] 
ｂ  学生に対する生成 AI の利用に関する調査の実施と分析および報告書の作成 [巻末資料 11] 
ｃ  教員に対する生成 AI の利用に関する調査の実施と分析および報告書の作成 [巻末資料 12] 
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４ 学内会議 
（１）教育開発支援機構企画委員会 

10 回（4/18、5/23、6/13、7/18、9/19、10/24、11/14、12/19、1/23、3/13） 

（２）ユニット・リーダー会議 

10 回（4/10、5/15、6/5、7/3、9/4、10/2、10/30、12/4、1/15、3/11） 

 

 

５ 所属学会・参加団体・外部対応 
（１）全国私立大学 FD 連携フォーラム（JPFF：Japan Private Universities FD Coalition Forum） 

（38 大学加盟）：幹事校 

幹事会・総会・シンポジウム（6/15） 

幹事校・会員校ミーティング・懇談会（1/22） 

（２）関東圏 FD 連絡会（青山学院大学・國學院大学・東洋大学・法政大学・立教大学） 

    事務連絡会（6/10） 

連絡会（9/13） 

（３）大学 e ラーニング協議会（UeLA）：幹事校 

UeLA 2024 年度総会（3/4） 

 

 

６ その他 
大学コンソーシアム京都「第 30 回 FD・SD フォーラム」（3/1、3/2）：教職員 6 名 

 

以 上 
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2024 年度 教育開発支援機構 教育開発・学習支援センター ユニット活動報告 

 

＜教育サポートユニット＞ 

  

Ⅰ 2024 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
秋野喜彦（情報科学部）* 
伊藤栄寿（法学部） 
井波真琴（大学院事務部大学院課授業担当） 
小堀真知子（グローバル教養学部）** 
末武康弘（現代福祉学部）** 
久井英輔（キャリアデザイン学部） 
山本洋輔（学務部教育支援課システム担当） 
[事務局]鍋田純子（学務部教育支援課教育支援担当） 

 
２ 活動目的 
授業レベル、学部・研究科レベル、全学レベルそれぞれでの教育支援を行う。 

 
３ 活動計画 
（１）教員への教育支援 

a 授業リフレクションのための学生による授業参観 
（a）教員の応募が少ない状況への対応（とくに専任） 
（b）兼任講師への周知とニーズに応える工夫をする 

 
b 学生 FD スタッフ活用による FD プロジェクトの活性化 

学生の学びを向上させるために、学生からの意見を入手したい。 
「学習サポートユニット」と「教育サポートユニット」の共同実施とする予定。 
具体的な方法・内容を検討後、今年度 1 回実施（実施日程は未定） 

 
c FD 教員セミナーの実施 

（a）3 回実施（7 月、12 月、3 月）（変更の可能性あり） 
   「ベストティーチャーによる授業運営の工夫」は好評のため vol.4 を実施予定。 
   その他のテーマ案は以下。 
   「障がい学生への合理的配慮」に関して。 
    （可能であれば、障がい学生支援室との共同実施） 
   「生成 AI の具体的・実践的な活用」に関して。 
   「著作権」に関して。専門領域の違いによる留意点など。 
   「新学習支援システムの導入研修」 
     
（b）昨年度テーマ 

「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.3」（7 月） 
「大学教育における著作権について」（12 月） 
「生成 AI と高等教育機関におけるその活用法～教育とその評価を中心に～」（3 月） 

 
d 「Newsletter」の発行 

年間 5 回（以上）発行予定（6 月、7 月、10 月、12 月、3 月） 
・セミナーに関しての情報発信（3 回） 
・授業リフレクションのための学生による授業参観、FD プロジェクト、 
   その他から 2 回以上 

 
e アカデミック・サポートサービスの運用及び当該サービスの一層の普及への検討 

普及のため Web 掲示板を活用。場合によっては Newsletter の発行を検討。 
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f FD 動画サービスの導入・運用 
全国私立大学 FD 連携フォーラム(JPFF)が提供する「実践的 FD プログラムオンデマンド講義」
を導入・運用する。 

 
（２）学部・研究科の教育支援 

a 学部等教授会への FD 研修サポートの推進（オンデマンド化等） 
  ・JPFF の動画コンテンツ（***テーマについては要検討）の視聴を促進 
  ・オンデマンド化による FD 研修を促進のため動画コンテンツの作成。コンテンツ案は以下。 

（a）障がい学生への合理的配慮について 
（b）単位とは 
（c）学生問題関連 

 
b 教員による授業相互参観の促進  

各学部の実施状況を取りまとめ共有する。 
 
 

（３）全学レベルでの教育支援 
  a FD/SD ワークショップ 

（a）1 回実施（9 月 6 日（金）午後予定） 
（b）昨年度テーマ：高等教育現場における生成 AI の利用について考える（9 月） 

 
b シラバスの点検と改善  
 
c 学習支援システム運営委員会の開催運営（年 2 回開催予定） 

以上 
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Ⅱ 2024 年度活動実績（報告） 
 
１ 教員への教育支援 
（１）授業リフレクションのための学生による授業参観                [巻末資料 1] 

2024 年 5 月 18 日（土）13:00～14:30 に事前研修を実施 
授業参観は以下の通り実施 
実施期間  ：春学期 7月 1日（月）～ 7月 22日（月） 
    秋学期 12月 2日（月）～ 12月 20日（金） 
参観登録学生：56名 
参観学生  ：春学期 38名、秋学期 20名（延べ数） 
実施授業数 ：春学期 13授業（教員 13名）、秋学期 7授業（教員 6名） 
 

（２）学生 FD スタッフ活用による FD プロジェクトの活性化 
  学習サポートユニットを共同で実施。詳細は、学習サポートユニットの活動報告を参照。 
 
（３）FD 教員セミナーの実施 
  日程・内容などは以下の通りで、計 3 回実施。 

① 2024 年度第 1 回 FD 教員セミナー                     [巻末資料 2] 
   日時  ：7 月 31 日（水）18:00～19:30（オンライン開催） 

テーマ ：学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.4 
参加者数：114 名 

 
② 2024 年度第 2 回 FD 教員セミナー／学生相談・支援室教職員対象研修会    [巻末資料 3] 

   日時  ：11 月 1 日（金）16:00～17:30（オンライン開催） 
   テーマ ：障害のある学生への合理的配慮と建設的対話－教職員ができること－ 
   参加者数：95 名 
 

③ 2024 年度第 3 回 FD 教員セミナー                     [巻末資料 4] 
   日時  ：3 月 14 日（金）17:30～19:00（オンライン開催） 
   テーマ ：授業における生成ＡＩツールの活用と対策 
   参加者数：176 名 
 
（４）「 LF センター Newsletter」の発行 
  2024 年度 1 号 2024 年 9 月 4 日 

2024 年度第１回 FD 教員セミナー開催報告 
  2024 年度 2 号 2024 年 10 月 2 日 

法政大学第 26 回 FD ワークショップ開催報告 
  2024 年度 3 号 2024 年 12 月 4 日 

2024 年度第 2 回 FD 教員セミナー開催報告 
  2024 年度 4 号 2024 年 12 月 4 日 

学生 FD プロジェクトイベント開催報告 
第 2 回「法政大学の教育の質保証・質向上に関する学生座談会」報告 

  2024 年度 5 号 2024 年 12 月 4 日 
2024 年度プレ FD プログラム実施報告 

  2024 年度 6 号 2025 年 3 月 31 日 
2024 年度第 3 回 FD 教員セミナー開催報告 

  以上、計 6 号発行 
 
（５）アカデミック・サポートサービスの運用及び当該サービスの一層の普及への検討 
  普及のため、Web 掲示板を活用して定期的に周知することを確認した。 
 
（６）FD 動画サービスの導入・運用 
  申込教員数：59 名 
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２ 学部・研究科への教育支援 
（１）学部等教授会への FD 研修サポートの推進 

全学的な事項についての共通理解を図る目的で進めている教授会 FD 研修は、これまでのリアルタ
イム実施ではなく、今年度から動画コンテンツの提供に変更した。以下のオンデマンドコンテンツ
を用意し、各学部の FD 活動推進を図った。コンテンツについては順次増やしていく予定。 
① 「障がい学生への合理的配慮について」 
② 「大学設置基準における単位制度と単位について」 

 
実施学部： 
① 法、経営、国際、キャリアデザイン、現代福祉、スポーツ健康、デザイン工、情報科、生命 
② 文、国際、人間環境、GIS、現代福祉、理工、生命 

 
（２）教員による授業相互参観の促進 
  実施期間 ：学部により異なる 
  実施授業数：288 件 
 
３ 全学レベルでの教育支援 
（１）FD/SD ワークショップ                  
  第 26 回 FD ワークショップ／教育支援研修（オンライン開催）          [巻末資料 5] 
 開催日時：2024 年 9 月 6 日（金）14:00～17:00 
 テーマ ：学校改革で社会が変わる 

―ＶＵＣＡ時代における組織マネジメントから学校変革を促す― 
 参加者数：103 名 
 
（２）大学設置基準改正に伴う本学における単位制度の扱いにかかる検討について 

授業分類およびその必要性・活用性について検討、また単位計算の運営・運用に関する尺度について
の教員および学生の理解を促進するための文書を作成し、周知方法を提案した。 

 
（３）シラバスの点検と改善 

シラバス作成ガイドラインの改訂について検討したが、今年度は変更しないことを確認した。 
   
（４）学習支援システム運営委員会の運営 

新学習支援システム（lms2025）が、日本データパシフィック株式会社（製品名：WebClass）に決定
したことに伴い会議を実施した。また、システム構築後の操作テストについて協力対応した。 

 2024 年 8 月 20 日（火） 第 1 回学習支援システム運営委員会（メール会議） 
 2025 年 3 月 25 日（火） 第 2 回学習支援システム運営委員会（メール会議） 
 

以上 
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＜学習サポートユニット＞ 

  

Ⅰ 2024 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
荒井弘和（文学部）** 
片上千恵（スポーツ健康学部） 
酒井理（キャリアデザイン学部／教育開発・学習支援センター長兼務）* 
高橋五月（人間環境学部）** 
根橋巧（学務部教育支援課） 
道奥康治（デザイン工学部）  
八木橋毅司（経済学部） 
渡邉えみり（リカレント・通信教育センター事務部通信教育部事務課教務担当） 
[事務局]齊藤光平（学務部教育支援課教育支援担当） 

 
２ 活動目的 
学習サポートユニットの主たる活動目的は次のとおりである 

（１）学生の主体的な学習の支援に関する教育環境・学習環境の研究及び整備を行うこと 
（２）全学的な教育支援施策、学習支援施策、教育・学習環境整備の企画、提案及び調整を行うこと 

 
３ 活動計画 
 上記目的を達成するために、次の学習支援活動を実施する。 
 
（１）主体的学習のハード・ソフト支援 

a 「学習支援ハンドブック」の発行 
（a）2024 年度版の内容検討および加筆修正の実施 
（b）利用状況（アクセス数）の把握と今後の活用方法の検討 
 
b 「T・A ハンドブック」の発行 

（a）2024 年度版の内容確認（必要に応じて修正） 
(b)利用状況（アクセス数）の把握 

 
c 学習ステーションの運営と活用促進 

（a）新入生サポート事業の実施 
（b）学生企画型プログラムの支援 

 
（２）正課外の学習サポート 

a 正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミの実施） 
（a）「基礎的学習スキル」と「専門分野以外の幅広い学びの機会」を提供するゼミ企画 
（b）講師人材プールの拡大に向けた応募方法検討 
 
b プレ FD プログラムの実施 
（a）プレ FD プログラムの運用と情報発信による参加促進 
（b）プレ FD プログラムの修了者インタビューの実施 

 
c プレ FD プログラムの活用方法の検討（新規） 

プレ FD プログラムの修了者のリスト化と学部への情報提供にかかる事業スキームの検討 
 
（３）学習環境整備の調整 
  a 学習環境改善検討委員会の運営 

  学習環境改善のための支援と整備に向けた意見集約の実施 
 
b ピアネット運営委員会の運営 
（a）ピアネット合同研修会の企画と実施 
（b）学生 FD プロジェクトの実施（大学評価室、教育サポートユニットとの共同実施） 

 

以上 
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Ⅱ 2024 年度活動実績（報告） 
 
１ 主体的学習のハード・ソフト支援 
（１）「学習支援ハンドブック」の発行                        [巻末資料 6] 
   a 2024 年度版の内容検討および加筆修正の実施 

本年度は、本学のディプロマポリシーをわかりやすく学生に理解してもらうための新規コンテンツ
を作成した。具体的には、「大学で学ぶこととは」の章において、「大学での学びとディプロマポリシ
ー」という見出しを掲げ、DPⅠ〜Ⅶをわかりやすく解説して学生のリアルなコメントを付す構成と
した。 

   b 利用状況（アクセス数）の把握と今後の活用方法の検討 
2023 年度の水準(32,500 アクセス)を維持することを目標とした。3 月 10 日時点で 31,394 アクセ

スを記録している。達成状況は 96.5%であるので、年間でのアクセス数に換算すると昨年度同等水準
となる。 

 
（２）「T・A ハンドブック」の発行                         [巻末資料 7] 
大学において障がいのある学生への合理的配慮が義務化されたことにともない、T・A にも当該事項に

関して間違いのない対応を求めるために新たにハンドブックに当該内容を追加して改訂した。 
 
（３）学習ステーションの運営と活用促進 
学習ステーションの運営においては、安定した運営のために参加する学生スタッフ数を 2023 年度並で

維持することを目標とした。学期毎に 40 名程度のスタッフを期待したところ春学期 47 名、秋学期 42 名
の参加を実現することができた。 

 
a 新入生サポート事業の実施 
新入生のサポート事業に関しては、新入生のべ 887名に対して、新入生サポーター48名が対応した。

昨年度の実績と同等水準で事業を展開した。 
 

b 学生企画型プログラムの支援 
2024 年度の「学生企画プログラム」は 54 回（春学期 49 回/秋学期 5 回）実施した。昨年度 95 回実

施と比較して 41 回減少する状況とはなったが、秋学期から、より質を重視した学習支援プログラムに
移行するために、企画実施までの決定プロセスを整備したことが理由であり、その分教職員と学生ス
タッフの対話が増え、また学生スタッフの主体的な関わりが増えたことで、コミュニティとしての機
能も強化された。 

 
 
２ 正課外の学習サポート 
（１）正課学習を支援する正課外活動の充実（L ステゼミの実施）           [巻末資料 8] 

L ステゼミ講師の募集に課題があったため、今年度より学部長会議での案内等の例年の告知に加えて、
全教員へメールを送付して募集をかけることとした。その結果、多くの教員からの応募があり、春学期
11 講座、秋学期 10 講座を開催することができ、通年では 21 講座の開催を達成した。2023 年度の 14 講
座開催から大きく講座数を伸ばすことができたが、一方で１講座あたりの参加学生数が少なくなるとい
った課題も出ることとなった。 
 
（２）プレ FD プログラムの実施                          [巻末資料 9] 
 博士後期課程学生を対象としたプレ FD プログラムも実施 3 年目となった。本年度は秋学期に 1 名の
修了者を出すことができた。2023 年度の 2 名を超え 3 名の修了者を出すことを目標としたが未達成とな
った。プログラムの改善と充実のためにプレ FD プログラムの修了者に対してインタビューを実施した。
インタビュー内容をニューズレター記事にすることで認知を広げる取り組みを行った。また、インタビ
ューから博士後期課程学生のニーズを把握することで、大学院生同士のコミュニティづくりといった今
後の LF センターの新たな取り組みのヒントを得ることができた。 
 
（３）プレ FD プログラムの活用方法の検討（新規） 
当該プログラムの潜在的利用者に向けて、プログラムへの参加意欲を高めるため修了者からの同意の上
でプレ FD プログラム修了者をリスト化し、本学の学部・ILAC・KLAC の兼任教員採用のニーズに対応
できる情報提供の仕組みを制度化した。本年度中に制度スキームをつくり学部長会議、研究科長会議に
て案内することができた。 
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３ 学習環境整備の調整 
（１） 学習環境改善検討委員会の運営 
学習環境改善のための支援と整備を行うため、3 月 28 日にオンライン会議を開催し、関連部局との意

見交換を行った。 
 
（２）ピアネット運営委員会の運営 

a ピアネット合同研修会の企画と実施 
2024 年 12 月 14 日に研修会を実施した。44 名のピアネット学生スタッフが参加した。研修会は三

部で構成され、第一部はピアネットの概要講演、第二部は日比千里氏（本学兼任講師・サードパーテ
ィー株式会社）によるチームビルディングのワークショップ、第三部は参加者同士の情報交換を行っ
た。 
 

b 学生 FD プロジェクトの実施（大学評価室、教育サポートユニットとの共同実施） 
今年度は大学評価室と共同で「法政大学の教育の質保証・質向上に関する学生座談会」と題して学

生 FD プロジェクトを実施した。学生の自主的な学びを促進するために学習環境に対する課題やニー
ズを把握する重要なチャネルとして位置づけている事業となる。第 1 回と第 3 回は大学評価室が主体
となり実施され、第 2 回は学習サポートユニット・教育サポートユニットの共同体制で実施した。 
第 2 回は、3 名の教員が 8 名の学生にヒアリングを行い、大学における学習環境、学習状況につい

て意見を収集した。具体的には、市ヶ谷キャンパスにおける学習スペースの情報提供の課題、小金井
キャンパスの Wi-Fi 環境の課題、多摩キャンパスの物理的アクセスの課題等の意見を把握した。 

 
 

以上 
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＜データ活用推進ユニット＞ 

  

Ⅰ 2024 年度活動計画 
 
１ ユニット・メンバー（五十音順、*: ユニット・リーダー、**：ユニット・サブリーダー） 
大嶋良明（国際文化学部） 
西川正俊（生命科学部） 
根橋巧（学務部教育支援課） 
橋爪絢子（社会学部）** 
長谷川翔平（経営学部）** 
平野利幸（理工学部）* 
松本雄大（総長室大学評価室） 
森山祐紀（総長室大学評価室） 
[事務局] 齊藤光平（学務部教育支援課教育支援担当）→岩田裕美（学務部教育支援課教育支援担当）

林美和（学務部教育支援課教育支援担当） 
 
２ 活動目的 
各種アンケートの実施等によってデータの収集を行い、FD 活動へのフィードバックとなるようデータ 
の分析・活用の提案等を行う。 
 

３ 活動計画 
（１）学生に対するデータ収集と活用 

a 授業改善アンケートの企画・実施と分析 
（a）昨年度に実施した「学生による授業改善アンケート」の分析・報告等を行い、必要に応じ 

て調査等も行う。 
（b）回答率向上に向けた検討を行う。 

 
b 生成 AI の利用に関する調査の実施と分析 

「生成 AI の利用に関する学生対象調査」の実施・分析・報告等を行う。 
 

（２）教員（特に兼任講師）に対するデータの収集と分析 
a 学習支援システムの活用度データの収集と分析 
  学習支援システムの活用に関するデータの分析等をし、一層の活用に向けた提案を行う。 
 
b 授業運営にかかる支援ニーズの把握 
  FD 教員セミナー等に参加する教員（特に兼任講師）から収集できる各種要望から、支援ニーズ 
  の掘り起こしを行う。 
 
c 生成 AI の利用に関する調査の実施分析 
  「生成 AI の利用に関する教員対象調査」の実施・分析・報告等を行う。 

 
（３）全学レベルでの FD データ活用 

a 学修成果可視化システム（Halo）データ活用方法の検討・案内 
  導入された Halo の一層の活用に向けて、そのデータ活用方法等の提案を行う。 
 
b 成績データの時系列・規模別・学部別集計分析 

成績データの時系列・規模別・学部別集計分析・報告等を行う。 
 
c 成績データ活用方法の検討 
  経年の成績データから、これまでの傾向等を調査し、それらの活用等について検討する。 

 
以 上 
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Ⅱ 2024 年度活動実績（報告） 
 
１ 学生に対するデータ収集と活用                         
（１）授業改善アンケートの企画・実施と分析                    [巻末資料 10] 

ａ 『2023 年度授業改善アンケート全学集計結果報告』を作成した。 
ｂ 同報告（学部及び大学院）は第 2 回データ活用推進ユニット会議（2024 年 6 月 21 日（金） 

実施）に報告、承認された。  
ｃ 同報告（学部及び大学院）は第 4 回ユニット・リーダー会議（2024 年 7 月 3 日（水）実施）に

報告、承認された。  
ｄ ユニット・リーダー会議承認後、第 6 回学部長会議（2024 年 7 月 11 日（木）実施）で報告の

上、同報告を教育開発・学習支援センターホームページにて公開した。 
 
（２）生成 AI の利用に関する調査の実施と分析                   [巻末資料 11] 

ａ ユニット内で質問内容を検討し、全学部生（通学課程）・大学院生を対象として 2024 年 12 月
10 日（火）～2025 年 1 月 31 日（金）の期間で「生成 AI ツールの利用に関する学生対象アン
ケート」を実施した。 

ｂ 本調査に関する報告書（学生）はデータ活用推進ユニット会議（2025 年 3 月 6 日（木）実施）
に報告、承認された。 

ｃ 同報告書（学生）は第 10 回ユニット・リーダー会議（2025 年 3 月 11 日（火）実施）に報告の
うえ、第 18 回学部長会議（2025 年 3 月 21 日（金）実施）で報告された。 

 
 
２ 教員（特に兼任講師）に対するデータの収集と分析 
（１）学習支援システムの活用度データの収集と分析                       
  ａ 学習支援システム(lms)のリプレイスが既に進んでいるため、現在の lms を振り返っても、改善

点や要望をシステムの機能に直接反映できないため、学習支援システムの分析については、2025
年度に lms2025 にて実施することとし、次年度に向けてどのような目標設定を立てれば良いか
を次年度に引き継ぐこととした。 

 
（２）授業運営にかかる支援ニーズの把握 

ａ 今年度実施した「生成 AI ツールの利用に関する教員対象アンケート」の回答結果からグッドプ
ラクティスを抽出し、2025 年 3 月 14 日(金)実施の FD 教員セミナーの開催につなげることが
できた。 

 
（３）生成 AI の利用に関する調査の実施分析                    [巻末資料 12] 

ａ ユニット内で質問内容を検討し、教員（兼任講師を含む）を対象として 2024 年 10 月 21 日（月）
～11 月 10 日（土）の期間で「生成 AI ツールの利用に関する教員対象アンケート」を実施し
た。 

ｂ 本調査に関する報告書（教員）は第 4 回データ活用推進ユニット会議（2024 年 12 月 24 日（火）
実施）に報告、承認された。  

ｃ 同報告書（教員）は第 9 回ユニット・リーダー会議（2025 年 1 月 15 日（水）実施）に報告の
うえ、第 18 回学部長会議（2025 年 3 月 21 日（金）実施）で報告された。  

 
３ 全学レベルでの FD データ活用 
（１）学修成果可視化システム（Halo）データ活用方法の検討・案内 

ａ 第一段階として学部学科単位での活用方法について検討した。検討結果に対する具体的な提案
については、次年度以降に検討を行う。 

 
（２）成績データの時系列・規模別・学部別集計分析 

ａ 学修成果可視化システム（Halo）データから、成績データの集計を試みた。次年度についても
引き続き集計及び分析を行う。 

 
（３）成績データ活用方法の検討 

ａ 成績データ活用にあたり、学年ごとに必要なニーズおよび学生自身の振り返りができる仕組み
を検討した。 

 
以上 
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巻末資料 

 

１ 授業リフレクションのための学生による授業参観 

 

 

２ 第 1回 FD 教員セミナー 

「学生が選ぶベストティーチャーによる授業運営の工夫 vol.4」（2024年 7月 31日） 
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３ 第 2回 FD 教員セミナー 

 「障害のある学生への合理的配慮と建設的対話－教職員ができること－」（2024年 11月 1日） 

 

 

４ 第 3回 FD 教員セミナー 

「授業における生成 AIツールの活用と対策」（2025年 3月 14日） 
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５ 第 26回 FDワークショップ 

「これからの学校教育が目指すべきもの－主体性と当事者性－」（2024年 9月 6日） 

 

 

６ 学習支援ハンドブック（抜粋） 

 

 

 

15



7 T・Aハンドブック（抜粋） 

    

 

8 Lステゼミ 
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9 プレ FDプログラム 
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10 2023年度「学生による授業改善アンケート」全学集計結果報告書（抜粋） 
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１1 学生に対する生成 AIツールの利用に関する調査（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

19



１2 教員に対する生成 AIツールの利用に関する調査（抜粋） 
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